
勉強会の方向性を決めるための話し合い

第1回 ミーティング

～いまさら他人に聞けないFlashの基礎的な何かを勉強する会～

大阪ひよこの会
MTG-1
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成り立ちっぽいもの

大阪ひよこ発足！
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成り立ちっぽいもの(東京)

東京ひよこ発足！



大阪ひよこの会
MTG-1

基本方針っぽいもの

“いまさら他人に聞けない
Flashの基礎的な何かを勉強する”

Flash基礎勉強会を！
(by ProjectNya on 12:51 PM May 14th)

とりあえずわからない事やスキルがみんなばらばらだから、事前に
わからないことを寄せ集めて、みんなでそれを全力で勉強して発表
する、ていう場があるといいですねえ

(by masamunet on 1:41 PM May 14th)
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進め方の案

みんなの
わからないことを
寄せ集める

みんなで
勉強する

みんなで
発表する

みんなで
共有する



大阪ひよこの会
MTG-1

A:
みんなのわからない事を
寄せ集める

テーマの収集

• Twitterやメーリングリストなどで募集。
• 特にレベルは限定しない。

テーマ＆発表者の決定

• どうやって決めるか？（多数決とか？）
• いくつ決めるか？（会の開催時間との兼ね合い）
• 発表者は誰にするか？（テーマの提起者？）



大阪ひよこの会
MTG-1

B: みんなで勉強する

発表者

• テーマについての勉強、研究。
• 発表資料の作成。

参加者

• テーマについてわからない人は、何がわからないかを明確にする。
• テーマについてわかる人は、当日発表者のサポートができるよう

に準備する。



大阪ひよこの会
MTG-1

C: みんなで発表する

テーマ発表

• 担当者による発表
• 発表テーマについてみんなで話合い（議論、考察）
• 1テーマにつき、発表何分、話し合い何分にするか？

その他

• 有志による小ネタ発表など？



大阪ひよこの会
MTG-1

D: みんなで共有する

オンラインで共有

• ブログなどで情報をシェア？

その他

• USTREAMなどで配信？



『誰かに負担・負荷が
集中しないこと』

大阪ひよこの会
MTG-1

心がけること

• わからないことをただ教わろうという姿勢ではだめ。

自ら積極的に解決しようと言う努力が大事。

積極的な参加

• 「教える人」「教わる人」というのはダメ。
• 運営のコストもみんなで分散？

（「参加管理・会場調達係」「テーマ・発表者決定係」
「ブログ報告書アップ係」「司会進行」など？）
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